




「成年後見制度に関するアンケート報告集会」 別紙版  「トークタイム」のコーナーで 

共感を呼んだ、成年後見制度を利用している人の経験談 

ほっとの大塚牧子さんの司会で行われた「トークタイム」。成年後見制度を利用さ

れている方＆ほっとの生活支援員さんからのお話がリアルで、会場参加者の気持ち

にかみ合い共感を呼びました。以下、そのお話の概要です。 

利用されているＡさん（母親）のお話 

・きっかけは、6 年前に私が大きな病気をしたの

で、作業所や GH に迷惑をかけたら大変やと思

い、ほっとに後見人になって貰おうと相談しま

した。しかし、後見人の選任は裁判所がするの

で、ほっとがなれるかどうか分からないとのこ

と。そこで、ほっとの支援を受けながら、先ず母

親の私が後見人になりました。今度、後見人をほっとに変更しようと手続き中です。 

・当初、申請する時は、ホンマに大変でした。何しろ結婚して 50 年、家計簿を付け

たことありませんでしたから‥。出納帳付けるには、家族のものと息子のものを分

けて付けないといけません。３ヶ月、出納帳の付け方を教えてもらい、やってみた

ら私にでもできました。 

・今は、家計簿も付けれるようになりました。これまでは、どんぶり勘定でやって

いましたが、これを付けるようになって、他のこともきっちりとできるようになり

ましたよ。 

・後見人に支払う報酬のことですが、それは当たり前やと思います。本人のお金を

本人のために使うのだから、仕方ないことだと思っています。長年の付き合いで、

ほっとを信頼しています。 

利用されている B さん（86才父親）のお話 

（当日、事情があり欠席されましたが、以下のメモを頂きました） 

・B さんは、57 歳の娘さんに後見制度を利用さ

れています。 

・きっかけは、11 年前に母親が亡くなり、いよ

いよだと思った。 

・個人ではなく、法人後見のほっとにお願いし

たいと裁判所に申し立てた。 

・事前に、兄弟や家族にも説明して、了解を取っ



ていたのでは良かった。 

・準備から、申し立て、決定まで約 8 ヶ月かかった。なので、親が元気なうちに、

準備は早めにした方が良いと思う。 

・本人は、作業所で弁当作りに係り、ＧＨで暮らし、ほとんど家に帰ってこない。

さをり織を続けており、ビーズや絵などが好きで楽しんでいるようだ。 

・今度、本人の住所を自宅からＧＨに移そうかと思っている。 

・私も 8０歳代になり、体力の限界を感じる。ほっとに託して良かったと思う。 

・これからは、好きな麻雀などをしながら、残る人生を楽しみたいと思っています。 

ほっとの生活支援員Ｎさんのお話 

・10 年前に息子を亡くしましたが、ある

お母さんから声をかけてもらい、7 年前か

ら生活支援員をしています。 

・毎月１回、第 4 水曜日 GH に訪問して

います。今は慣れて、自分が買ってきた本

（るるぶ）を広げて、「これこれ」と指さ

すので、「これ食べたん？」と聞いたら、

「うんうん」と頷いてくれます。 

・この間、右手の甲に傷があったので、その場でキーパーさんに言おうかと思った

けど、その場で自分だけの判断で行動しないように、一旦ほっとの仲村さんに持ち

帰って報告するようにしています。 

・今は、同じ人のところに継続していっているので、私の訪問を待ってくれており、

会話が弾みます。楽しいですよ。 

・これからも元気な間は、続けたいと思います。 

最後に、Ａさんから皆さんに伝えたいことは 

・親の思いもありますが、何しろ「目線を、親ではなく子どもに向けること」と、

「後見人を信頼すること（私の場合、信頼していたから）」が大事やと思います。 

・他人に託すのは、勇気がいると思う。託すには信頼が大切！私は、この間ほっと

に世話になり信頼していたからお願いしました。 

・お金については、本人の葬式代と GH のリフォーム代が残っておればよいかなと

思います。と語られました。 
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